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ⅠⅠ 天天草草市市のの概概要要
１ 市の紹介 

天草内の２市８町が合併して誕生した天草市は、熊本県の南西部に位置し、藍く美し

い海に囲まれた天草上島と天草下島及び御所浦島などで構成する天草諸島の中心部に

位置しています。 

地形は、ほとんどが山林で、急峻で平野部は少なく、河川沿いの平地部や海岸線の河

口部に市街地や農地が展開し、市街地を結ぶように海岸線沿いに国・県道等が整備され

ています。 

産業は、温暖な気候を生かした農業や、豊かな水産資源を生かした漁業を主として発

展してきました。また、自然景観、南蛮文化やキリシタンの歴史等、多くの観光資源に

も恵まれています。 

２ 市章 

天草の頭文字「ア」をモチーフに、島と波をデザイン。 

広がりをイメージする波紋は活気あふれる天草市民と

市の発展を表現。 

グリーンとブルーのカラーは、自然豊かな“日本の宝

島「天草市」”を象徴。 

３ 市民憲章・市のシンボル 

  市 民 憲 章  

わたしたちは、将来にわたって夢と希望に満ちあふれた天草市となることを願い、 

 ここに天草市市民憲章を定めます。 

  一 感謝の心をもち、豊かな「しぜん」を守ります 

  一 ふるさとを愛し、誇れる「ひと」を育てます 

  一 恵まれた風土を活かし、「ものづくり」に励みます 

  一 伝統と文化を学び、安らぎのある「まち」を創ります 

  一 世代の調和を大切に、健やかな「和」を広げます 

市のシンボル 

【市の花】     【市の木】    【市の鳥】     【市の魚】 

はまぼう      あこうの木     かもめ        鯛 
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アメリカ合衆国の西海岸、カリフォルニア州にあ

るエンシニータス市は昭和 61 年 10 月１日、エン

シニータス町を中心に隣接５町が合併して誕生

した市で、面積は 51.7  。人口は約 63,000 人で

す。雨が少なく、年間降雨量 230mm 程度。気温は

20～25 度と温暖で、冬の寒いときでも 8 度を下回

ることはなく、とても過ごしやすい街です。 

４ 地勢 

◆面積  ６８３．８２㎡（県土面積の約１０％、県下１位） 

◆東西   約４３ｋⅿ  ◆南北  約４６ｋⅿ 

５ 人口・世帯数 

◆人口   ７５，７３８人  （令和４年４月１日現在） 

◆世帯数  ３６，２９８世帯 （同上） 

６ 地区別の人口・世帯数の推移 

地区名 

人  口 世 帯 数 

令和 4 年 

4 月 1 日現在 

（住民登録） 

（単位：人） 

令和 2 年 

国勢調査 

（単位：人） 

令和 4 年 

4 月 1 日現在 

（住民登録） 

（単位：世帯） 

令和 2 年 

国勢調査 

（単位：世帯） 

本 渡 36,201 36,640 16,511 14,940

牛 深 11,446 11,313 6,259 5,344

有 明 4,430 4,511 2,076 1,779

御所浦 2,498 2,318 1,198 1,061

倉 岳 2,613 2,533 1,220 1,065

栖 本 1,985 1,966 914 749

新 和 2,718 2,689 1,288 1,112

五 和 7,259 7,369 3,392 2,836

天 草 2,701 2,607 1,466 1,301

河 浦 3,887 3,837 1,974 1,686

天 草 市 75,738 75,783 36,298 31,873

７ 姉妹都市 

アメリカ合衆国カリフォルニア州エンシニータス市

エンシニータス市
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ⅡⅡ 教教育育行行財財政政

１ 天草市教育の概要 

天草市は、魅力あふれる「天草の宝」を市民一人ひとりが誇りに思い、郷土への愛を育

みながら、学びを通じて、急速に変化する社会に対応できる知識や技術を習得し、「あまく

さの未来を拓く『人』づくり」を目指して、学校、家庭、地域社会そして行政が一体とな

った生涯学習社会を実現することを教育の基本理念としています。 

学校教育では、生きる力の基盤となる「確かな学力」を育み、子どもたちの創造性を培う

とともに、自主及び自律の精神を養い、郷土「日本の宝島天草」を愛し、国際社会に生きる

心身ともに健康な人材を育成する教育を行っていきます。現在の学校（園）数及び園児・児

童・生徒数は、令和４年５月１日現在、幼稚園が６園（市立３園、私立３園）１１０人（市

立５９人、私立５１人）、小学校が１７校３，４５８人、中学校が１３校１，８８７人となっ

ており、少子化により児童生徒数が減少していますが、小規模校の良さを生かすような教育

環境の整備を進めています。 

生涯学習では、社会環境の変化により、人々の生き方や価値観が多様化しており、心の豊

かさや生きがいを求めるために学習に対する住民の意識は高くなってきています。市民一人

一人が生涯を通じていつでも自由に学んだり、文化・スポーツに親しんだりすることを通

じて、自分らしく生きがいを持った暮らしができ、さらに学習や活動の成果を社会に生か

すことができるための環境づくりに努めます。 

学校給食では、安全・安心でおいしい給食の提供のために、「学校給食衛生管理基準」に基

づく給食施設・設備の改善、安全な食材の使用により、食の安全・衛生管理に努めています。 

また、給食を通して、食の大切さを知り、食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に

付けることができるように食育を推進しています。 
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２ 教育委員 

（令和４年７月１日現在） 

役 職 名 氏 名 任 期 

教育長 石井
い し い

 二三男
ふ み お

令和３年７月１日～令和６年６月３０日 

委員 

（教育長職務代理者）
木下
きのした

 えり子
え り こ

令和４年７月１日～令和８年６月３０日 

委員 行合
ゆきあい

 八恵子
や え こ

令和２年７月 1日～令和６年６月３０日 

委員 吉森
よしもり

 啓司
け い し

令和元年７月１日～令和５年６月３０日 

委員 池崎
いけざき

 教授
さ ず く

令和３年７月１日～令和７年６月３０日 

委員 平
ひら

道
みち

 千春
ち は る

令和４年７月１日～令和６年６月３０日 

【歴代教育委員】 

氏 名 在 職 期 間 

大山 績 平成１８年３月２７日～平成１９年５月１８日 

野田 嗣郎 平成１８年３月２７日～平成２１年５月１８日 

髙橋 則行 平成１８年３月２７日～平成１８年５月１８日 

松尾 博之 平成１８年３月２７日～平成１８年５月１８日 

野﨑 正子 平成１８年５月１９日～平成２０年５月１８日 

松下 美奈子 平成１８年５月１９日～平成２２年５月１８日 

濱﨑 獻作 平 成 １ ９ 年 ７ 月 １ 日 ～ 平 成 ２ ３ 年 ６ 月 ３ ０ 日 

松中 美惠子 平 成 ２ ０ 年 ７ 月 １ 日 ～ 平 成 ２ ４ 年 ６ 月 ３ ０ 日 

江浦 むつえ 平 成 ２ ０ 年 ７ 月 １ 日 ～ 平 成 ２ ４ 年 ６ 月 ３ ０ 日 

上原 惠美子 平 成 ２ ２ 年 ７ 月 １ 日 ～ 平 成 ２ ３ 年 ９ 月 ３ ０ 日 

山下 明美 平 成 ２ ４ 年 ７ 月 １ 日 ～ 平 成 ２ ４ 年 ７ 月 ２ ３ 日 

川﨑 博美 平 成 ２ ４ 年 ７ 月 １ 日 ～ 平 成 ２ ４ 年 ８ 月 ３ １ 日 

岡部 紀夫 
平成１８年３月２７日～平成２２年５月１８日 

平 成 ２ ２ 年 ７ 月 １ 日 ～ 平 成 ２ ６ 年 ６ 月 ３ ０ 日 

金子 晴久 平成２３年１０月１日～平成２６年６月３０日 

松本 由香里 平成２４年１０月１日～平成２８年６月３０日
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花里 昌直 平 成 ２ ３ 年 ７ 月 １ 日 ～ 令 和 元 年 ６ 月 ３ ０ 日 

蓑田 えり 平 成 ２ ８ 年 ７ 月 １ 日 ～ 令 和 ２ 年 ６ 月 ３ ０ 日 

黒鶴 進治 平 成 ２ １ 年 ７ 月 １ 日 ～ 令 和 ３ 年 ６ 月 ３ ０ 日 

岩﨑 あゆみ 令 和 ２ 年 ７ 月 １ 日 ～ 令 和 ４ 年 ３ 月 ３ １ 日 
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３　 教育委員会事務局組織機構

教務係

（令和4年4月1日現在）

中央生涯学習センター

学校給食課

生涯学習課

牛深学校給食センター

生涯学習センター

教
育
長

教
育
部
長

管理係

学校教育課

施設係

新和学校給食センター

御所浦図書館

牛深図書館

御所浦学校給食センター

指導係

教育総務課 総務企画係

小・中学校

幼稚園

生涯学習推進係

有明小学校調理場

栖本学校給食センター

地区公民館

中央図書館

有明中学校調理場

中央図書館庶務係

五和学校給食センター

天草学校給食センター

河浦図書館

本渡学校給食センター
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５ 天草市教育大綱 

教育大綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律(以下、「地方教育行

政法」という。)第１条の３に規定するもので、市長が、教育基本法第１７条

第１項に規定する基本的な方針を参酌し、市の実情に応じて教育、学術及び文

化の振興に関する総合的な施策の大綱を定めるものと義務づけられています。 

また、大綱の策定については、地方教育行政法第１条の４第１項に基づき設

置した「天草市総合教育会議」において、協議・調整を行うものです。 

教育大綱の策定にあたっては、教育の課題が地域によってさまざまである

ことを踏まえ、国が策定する教育振興基本計画の方針を参酌し、地域の実情

に応じた総合的な施策の大綱を策定するものとなっています。 

第２次天草市総合計画

（平成２７～令和４年度） 天草市教育大綱

整
合

第２次天草市教育振興基本計画

（平成２９～令和４年度）

教
育
分
野
に
お
け

る
分
野
別
計
画

国

第３期

教育振興

基本計画

熊本県

くまもと

夢への架け橋

教育プラン

参酌 参酌

天草市教育大綱等の体系図

整合

整
合

１ 教育大綱策定の趣旨 

２ 教育大綱の位置づけ 
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基本理念 

【あまくさの未来を拓く「人」づくり】

〇 歴史や伝統文化を継承して島独自の文化を大切に育みながら、本市の将

来を担う子どもたちが健やかに育つ教育環境の充実しているまちづくりを

進めます。 

〇 市民がまちづくりの主役としてお互いの役割を理解し、地域に愛着と誇

りをもち、それぞれの個性を生かしながら、市民相互の人権が尊重され、社

会の様々な分野で個々が輝き、活躍できるまちづくりを進めます。 

基 本 方 針 

方針１ 学 校 教 育 の 充 実

方針２ 生 涯 学 習 の 充 実 

方針３ ス ポ ーツ の 推 進

方針４ 文 化 の 振 興

３ 教育大綱 
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基 本 方 針 の 内 容 

方針１ 学校教育の充実

◇ 就学前教育の充実を図ります。 

◇ 学力向上を図ります。 

◇ 心の教育の充実に努めます。 

◇ 健康教育・安全教育を推進します。 

◇ 特別支援教育を充実します。 

◇ 教職員の資質向上を図ります。 

◇ 学校・家庭・地域との連携を進めます。 

◇ 教育を支える環境づくりを推進します。 

◇ 学校給食の充実に努めます。

方針２ 生涯学習の充実

◇ 生涯学習を推進します。 

◇ 人権教育及び人権啓発を推進します。

方針３ スポーツの推進

◇ 子どもスポーツの振興を図ります。 

◇ 生涯スポーツの振興を図ります。 

◇ 競技・交流スポーツの振興を図ります。 

◇ スポーツ施設を充実します。

方針４ 文化の振興

◇ 文化活動の推進、歴史と文化の保存・継承を推進します。 

◇ 文化施設の整備・活用に努めます。 
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６ 天草市教育振興基本計画 

 「天草市教育振興基本計画」は、これまでの取り組みを整理した上で、教育に関する総合

的な中期計画を定め、今後、天草市が目指す教育の方向性を明らかにするとともに、天草市

総合計画にある「未来を拓く人を育むまちづくり」に向けた具体的な施策を示すものです。 

 国及び熊本県の教育振興基本計画を踏まえて策定するもので、天草市総合計画に掲げられ

たまちづくりの理念の実現に向けた、教育分野の基本計画としての性格を有するものです。 

 計画期間は、平成２９年度から令和４年度までの６年間とします。 

あまくさの未来を拓く「人」づくり 

 魅力あふれる「天草の宝」を市民一人一人が誇りに思い、郷土への愛を育みながら、学び

を通じて、急速に変化する社会に対応できる知識や技術を習得し、「あまくさの未来を拓く

『人』づくり」を目指して、学校、家庭、地域社会そして行政が一体となった生涯学習社会

を実現します。 

 基本理念の実現のための基本指針となる３つの政策を定めました。 

１１ 学学校校教教育育のの充充実実

２２ 生生涯涯学学習習のの充充実実

３３ 文文化化のの振振興興

施策 

基本理念 

計画策定の趣旨 

対象範囲及び期間 

計画の位置づけ 
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0.48%

20.16%

30.59%

11.21% 3.99%

3.84%

5.54%

3.45%
8.12%

0.09%

12.47%

0.05%
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23.02%

7.31%

8.45%

2.57%

44.39%

14.27%
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２ 学校教育主要施策  （金額は令和４年度予算額）

                           4,425 万円 1 千円 ［学校教育課］ 

   社会の情報化が急速に進展し、児童・生徒が情報社会に主体的に対応できる「情報活用

能力」を身につけることの重要性が高まる中、ＩＣＴ機器を活用した「分かる授業」を実

施し「確かな学力」の育成に資するためにＩＣＴ支援員の配置を行うなど計画的に環境整

備を図る。また、校務支援ソフトの利活用により校務の効率化を図る。 

                           1 億 307 万 9 千円 ［学校教育課］ 

児童生徒の実態等に応じて、必要な小・中学校に学習指導補助教員や教育活動支援員を

配置し、複数教員によるきめ細やかな指導を行う。また、日本語指導が必要な児童生徒に

対して、日本語指導員を派遣し、日本語能力の指導等を行う。 

                            1,119 万 4 千円 ［学校教育課］ 

   小学校及び幼稚園の教育課程に英語教育を導入し英語に慣れ親しむことで、児童のコミ

ュニケーション能力の基礎を養い、国際化に対応した人材の育成を図る。 

                            5,345 万 2 千円 ［学校教育課］ 

外国語指導助手（ALT）を招致し、各小・中学校において語学指導等を行い、外国語教育

や外国語科の充実に資する。 

                            3,886 万 8 千円 ［学校教育課］ 

学校図書館の環境を整備し、学校教育における読書活動の推進を図るため、図書館業務

の専門的知識を有する学校司書を市内の各小・中学校に巡回方式で配置する。 

                                405 万円 ［学校教育課］ 

   市内全小学校の３年生以上の学級と、市内全中学校の全学級での「総合的な学習の時間」におい

て自然体験や、社会体験、実験、見学、調査などの体験学習を支援。また、「長崎と天草地方の潜伏

キリシタン関連遺産」の構成地域の一つである﨑津集落の現地学習を行い、地域の貴重な歴史的遺

産について理解を深める。 

総合的な学習活動支援事業（小・中学校） 

ⅠＣＴ整備事業（小・中学校） 

学習指導補助事業（小・中学校） 

外国語科推進事業（小学校） 

外国語指導助手招致事業（小・中学校） 

学校読書活動支援事業（小・中学校） 

-21-



                               315 千円 ［教育総務課］ 

本市の姉妹都市である米国・エンシニータス市と相互に生徒の派遣・受入を実施するこ

とにより、幅広い視野と国際感覚を身につけ、郷土を担う心身ともにたくましい青少年の

育成を図ることを目的とする。 

※令和２年度及び令和３年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため事業中止 

                              653万 5千円 ［学校教育課］ 

いじめ、不登校等問題の解消および予防。市内中学校に「心の教室相談室」を配置し、

教室での相談、電話相談、家庭訪問、他機関との連携等を実施。 

                             562 万 1 千円 ［学校教育課］ 

本渡中学校の分教室として、複合施設ここらすの一室に適応指導教室「カワセミ学級」を設

け、指導員２人を配置し、不登校（気味）の生徒に対し、学習指導、教育相談等を実施する。 

                             342 万 4 千円 ［学校教育課］ 

教育相談体制のさらなる充実を図るために、カウンセラー等の配置を充実する。 

                          4 億 2,077 万 7 千円 ［学校教育課］ 

   遠距離通学児童生徒の安全確保を図るため、スクール（バス・タクシー・ボート）を運

行（航）する。 

心の教室相談事業（中学校） 

適応指導教室設置事業（中学校） 

スクールバス運行（航）事業（小・中学校） 

姉妹都市教育交流事業（中学校） 

教育相談事業（幼・小・中学校） 
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[ここに入力] 

●全体講座 「ありがとうを届けよう～ 

ありがとうプロジェクト in ここらす～」 

３ 生涯学習主要施策  （金額は令和４年度予算額）

474 万 9 千円  ［生涯学習課］ 

市民に身近な町民センターや各地区コミュニテ 

ィセンター等で公民館講座を開催するとともに、 

学習を希望される団体に人材バンク登録の講師派 

遣を行うなど学習の機会を提供する。 

複合施設ここらすを生涯学習の拠点として、中 

央生涯学習センター講座や青少年育成講座など各 

種講座を開催し、 幅広い年齢層を対象とした生涯 

学習の充実を図る。 

47 万 7千円  ［生涯学習課］ 

読書に関するイベント等を開催することで、市民に読書の楽しさを理解してもらい、意欲 

的に読書に親しんでもらう機会を提供する。また、読み聞かせボランティアの技術向上及び交

流、読書活動の推進を目的に開催する。 

848 万 7 千円  ［生涯学習課］ 

移動図書館車で地域や施設等を巡回し、図書の貸出サービスを提供する。 

また、小・中学校、幼稚園、児童館等の配本場所に定期的に巡回することで、子どもたちが

図書と出会う機会を増やすことにつながる。 

生涯学習推進事業 

読書活動推進事業 

●読書イベント 「宮西達也さん講演会～にゃーごの

やさしさ・ティラノのおもいやり～」 

●ワークショップ「恐竜の復元画を描こう」 

移動図書館事業 
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建造物

建造物 彫刻 絵画 工芸 考古
書跡・
典籍・
古文書

歴史
資料

国指定 1 1 1 2 1 6

国選定 1 1

国登録 10 10

県指定 3 1 6 2 1 3 5 1 1 23

市指定 33 10 7 4 11 6 55 1 22 17 166

計 47 11 0 13 6 12 7 59 3 28 0 1 18 1 206

無形
民俗
文化
財

文
化
的
景
観

記念物

史跡

３　文化財一覧表

名勝
天然
記念
物

計

有形文化財

美術工芸品 無形
文化
財

民俗文化財

有形
民俗
文化
財

●国指定史跡・棚底城跡
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 TEL   FAX

 http://www.city.amakusa.kumamoto.jp 

e-mail:kyouikusoumu@city.amakusa.lg.jp


